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実施報告





釧路市立大楽毛小学校





＊学級数　６　　　＊児童数　２２０





【ねらい】　小学校第５学年「メダカのたんじょう」の単元において、メダカの飼育方法や小さな生き物の採取と飼育方法、顕微鏡を使った観察の指導方法を身につける。　


【日　時】　７月26日　13：30～15：00　　


【場　所】　大楽毛小学校理科室


【参加者】　15名


【内　容】・メダカの飼育方法


　　　　　・微生物の採取、観察方法





【液晶モニターで拡大して説明】





【研修会の様子】





【本事業の成果を活用した授業の改善】


　　本校では、支援員から学んだことを踏まえて、児童が十分に小さな生き物の観察を行えるよう、飼育する生き物を増やした。支援員から顕微鏡を使った観察の方法を学んだ児童が、小さな生き物の観察を通して、顕微鏡で観察するよさを実感できるようにした。





１　メダカの飼育方法


　(1) 指導の工夫


　　　温度管理、エサの量と回数、日照時間など、詳しい飼育方法を学び、卵を採取した後の観察方法などについて理解を深めることができた。


(2) 授業での児童の様子


　　　産卵の時期は終わっていたため、児童が直接卵を採取し、指導を受けることはできなかったが、次年度の指導へ役立てたい。





２　顕微鏡で観察する方法


(1) 指導の工夫


　　　ミジンコやボルボックスなど小さな生き物ができるだけ多くいる状態にすることで、児童が見つけ、採取しやすくなる。そのため、ミジンコとボルボックスを飼育し増やすことで、児童


　　が簡単に採取し顕微鏡で観察できるようにした。


　　　また、液晶モニターにつなぎ、拡大して提示することで、児童の気付きを共有できるようにした。


(2) 授業での児童の様子


　　　増やしたミジンコやボルボックスは、スポイトで簡単に採取でき、


スライドガラスに乗せることができ、児童は探すことに困ることな


く、見える方向を確認しながら、プレパラートを動かし、観察して


いた。


　また、拡大して提示したもの基にお互いの気付きを共有し、学び


を深めることができた。








